
一 般 質 問 ＜ 代 表 ＞ 発 言 通 告 書

令和７年２月１３日

長久手市議会議長 殿

会派名 みらい

長久手市議会議員 野村 弘

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
代 表 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

南海トラフ巨大地震について

政府の地震調査委員会は、マグニチュード８～９程度を

想定する南海トラフ巨大地震の３０年以内の発生確率を

「８０％程度」に引き上げた。想定される最大クラスの南

海トラフ巨大地震が発生した場合、関東地方から九州地方

にかけての太平洋沿岸の広い地域に高さ１０ｍを超える大

津波の襲来が想定されている。本市においては津波の心配

はないが、震度６強から震度７程度の巨大地震が起きた場

合、本市の死傷者、建物の倒壊、インフラ等の最大被害を

どのように想定しているのか。

２

「長久手まちづくりビジョン」ロードマップ（２０２４～

２０２７年）について

⑴ ジブリパークを活かした観光の活性化を図るために、

令和６年度から観光商工課が設置されたが、どのような

ことに取り組んだのか。

⑵ いじめ、不登校、ひきこもりの相談支援体制の整備に

ついて

ア 不登校児童生徒の居場所としての校内フリースクー

ルの今後の拡充予定はどのようか。

https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/jishin/nteq/assumption.html
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イ ひきこもりの相談支援として、多様な就労支援メニ

ューの検討とあるが、具体的にどのように就労につな

げていくのか。

⑶ 高齢者にやさしいまちについて

ア 高齢者の健康づくりの一環、移動の足として気軽に

Ｎ-バスが利用できるよう、市長公約でもある７５歳以

上の運賃無料化に向けて検討中である。６５歳以上を

有料としたことで、令和４年度はどれくらい収入が増

えたのか。

イ 自宅からの通院、買い物のための移動手段構築に向

けて、令和６年１０、１１月に、東部地域においてデ

マンド交通実証実験が行われた。その結果を踏まえて、

２回目となる令和７年度の実証実験及び令和９年度の

実施に向けての方向性は見えてきたか。

３

事業総点検について

既存事業のすべてを見直し、６つの視点で点検を行った

結果、令和７年度から対象となる事業が４６件あり、廃止、

改善及び歳入確保の総額として約５，２８０万円になると

のことである。市長は施政方針で「令和７年度も引き続き、

私がリーダーとして職員一丸となり事業総点検を進め、今

の市民ニーズに合った効率的・効果的で持続可能な行財政

運営に道筋をつけてまいります」と述べている。令和８年

度の予算編成までには約４億円の財源確保が必要というこ

となので、まだ約３億５，０００万円の財源確保が必要で

ある。かなり厳しいと思うが、達成できる見通しはどのよ

うか。


